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要 旨 【背景および目的】胃癌術後患者において体重減少は主要な栄養状態の評価指標であ
るが，胃切除患者の退院時の体重減少率と血液生化学検査および栄養摂取量等の栄養

指標との関係を検討した報告はほとんどない．本研究は，胃癌術後患者の退院時における体重減
少率と各栄養指標との関係を明らかにすることを目的に実施した．

【方法】2018年 1 月から2020年12月までに国立病院機構仙台医療センター外科において，胃全摘
術もしくは胃亜全摘術を施行した胃癌患者78名を対象とした．対象患者の入院時と退院時におけ
る各栄養指標（身体状況，血液生化学検査および栄養摂取状況）を比較するとともに，退院時の
体重減少率と各栄養指標の相関関係を検討した．また，エネルギー充足率75%をカットオフ値と
して，対象患者を栄養障害群（28名）と非栄養障害群（50名）に分類して， 2 群間における各栄
養指標の減少率を比較した．

【結果】対象患者の術後在院日数は11.6日であった．退院時のBMIは入院時よりも有意に低値を
示し，体重減少率は5.7%であった．退院時のアルブミン，トランスフェリン，プレアルブミン，
レチノール結合蛋白は入院時よりも有意に低値を示した．退院時のエネルギー充足率は83.2%で
あった．体重減少率は，エネルギー充足率との間には有意な負の相関が認められたが，その他の
栄養指標との間には有意な相関は認められなかった．栄養障害群と非栄養障害群の比較では，栄
養障害群の体重，トランスフェリンおよびプレアルブミンの減少率は，非栄養障害群よりも有意
に高値を示した．

【結論】胃癌術後患者の退院時の栄養評価において，エネルギー充足率は体重減少率と同様に主
要な栄養指標となる可能性が示唆された．体重減少率とエネルギー充足率を合わせて退院時の栄
養評価に用いることは精度の高い栄養評価につながると考えられた．
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緒 言

　胃癌の外科治療において栄養療法は重要な治療概

念とされている．近年，胃切除術における周術期の
栄養管理では，術前の絶食期間短縮および術後の早
期栄養補給再開によって腸管機能を早期に回復させ
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